
平成２２年度　地域活性化事業交付金　交付決定事業実績　【清新地区】

団体名 事業等の名称 交付決定 交付金額

事業の目的 事業の実績 事業の成果 事業実施団体による自己評価 年 月 日 （単位：円）

清新自主地区防災
協議会

清新地区災害対策基
地の整備

清新地区災害対策基地（公民館）を
地域災害センターとして位置付け、３
箇所の避難所と当該基地間の緊急
連絡用に簡易無線機を導入し、各避
難所間での迅速な情報の共有化及
び緊急指示体制の確立を図る。

　清新公民館に基地局として据え置
き型簡易無線機を、清新小、小山小、
清新中の各学校避難所に携帯型簡
易無線機をそれぞれ整備した。
平成２２年度市総合防災訓練清新地
区地域会場訓練において、情報連絡
訓練を実施し、デモンストレーションを
行った。

①災害時緊急連絡体制の確保が図
れたこと。
②災害対策基地、各避難所間の円滑
な連携が可能になったこと。
③地区防災活動への賛同者が増え
ることによる担い手育成が期待できる
こと。

　災害時の拠点となる公民館と３つの
学校避難所は距離が離れているた
め、災害時の緊急連絡体制の構築が
急務となっていた。簡易無線機の整
備により公民館に設置される災害対
策基地と学校避難所間で緊急連絡体
制を構築することができた。今後、さ
らなる地区の防災力の向上に向け、
環境整備に努めていく。

H22.7.1 157,000

自治会法人すみれ
自治会

自治会内コミュニケー
ション活性化事業

自治会の課題等を把握すると共に、
それを広く公開して課題を共有化し、
開かれた自治会運営を通じて新たな
事業展開に向けた報告書を作成し、
これを基に、魅力ある自治会活動の
展開、良好なコミュニケーションを形
成し、賑わいのある自治会活動の推
進を図る。

　すみれ自治会において、区域内住
民の地域特性、自治会に対するニー
ズを明らかにするため、区域内住民
を対象に、「地域住民の自治会活動
に対する満足度（ＣＳ）等調査」を実施
した。集計結果の分析を受け、より住
民が参加しやすい開かれた自治会の
あり方や事業の実施方法等の検討を
行った。

若い人の参加、将来のビジョンづく
り、地域清掃、高齢者等への福祉
サービス、防災・防犯活動の充実、総
会の出席率向上、ブロックの合併、役
員の負担軽減のための行事見直し、
市・警察等公的機関への積極的な要
望、個性を生かした自治会活動、町
民運動会・ふるさとまつりの開催方法
の見直しなどの意見が多かった。
自治会内の定期的な回覧、役員会、
ブロック会、ホームページなど活用し
て自治会活動をアピールすることが
必要との認識を得る。

　今回の「地域住民の自治会活動に
対する満足度（ＣＳ）等調査」の集計
及び分析結果を把握し、すみれ自治
会の置かれている現状を認識した上
で、改善対策を検討する中で、自治
会活動や地域の活性化を図っていき
たい。

H22.8.2 346,000

自治会法人すみれ
自治会

土曜の夕べによる地域
活性化事業

形骸化した「土曜の夕べ」の事業を見
直すことにより、自治会内コミュニ
ケーションの活性化を図るとともに、
地域全体の活性化につなげる。

　「土曜の夕べ」における住民相互の
コミュニケーションツールとして活用し
ているカラオケ装置を更新し、併せて
住民がより参加しやすい内容への見
直しを図る。
　ポスター・チラシ・回覧にて「土曜の
夕べ」のリニューアルをＰＲし、自治会
集会所にて会員、地域住民を対象に
リニューアルした「土曜の夕べ」の説
明会を行う。

　単なる装置の購入に留まらず、曲目
の選定や業者との調整、啓発用ポス
ターの制作まで全ての工程で地域住
民とともに事業として実施したため、
自治会員相互のコミュニケーションや
「土曜の夕べ」事業の普及啓発、自治
会活動の魅力発信が図られ、地域の
活性化を図ることができた。

　当自治会区域内では、近年、高齢
化の進展、共働き世帯や単身世帯の
増加等のため、自治会活動参加者の
減少、自治会加入世帯の減少が懸案
事項になってきた。このたび、地域活
性化事業交付金を活用し、「土曜の
夕べ」におけるカラオケ装置の更新を
企画実施したが、更新作業を通して
地域住民の結束力が高まるなど地域
活性化の効果を確認することができ
た。

H22.10.4 41,000

清新地区防犯活動
推進委員会

清新地区防犯活動推
進事業

清新地区の防犯活動に必要な物品を
整備し活用することにより、より効果
的な防犯活動の推進を図る。

　清新地区では、地区内の防犯活動
を推進するため、清新地区防犯活動
推進委員会を組織し、防犯活動物品
の整備を行った。防犯活動物品は、
地区住民の防犯意識の啓発活動や
イベント時における防犯活動等に活
用する。（整備内容：パトロールベス
ト、キャップ、腕章、懐中電灯、サイン
ライト、防寒ブルゾン）

　清新地区の防犯活動に必要な物品
を統一的に整備し、地区において防
犯活動中であることをアピールするこ
とによりパトロール活動をより効果的
に行うことができるようになった。

　地区の防犯活動の統一的な体裁が
整うことで防犯活動をＰＲする機会が
増加し、地区の防犯力の向上に貢献
できた。

H22.11.1 413,000
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事 業 実 績 の 概 要

清新地区救急医療
ケース整備委員会

清新地区高齢者宅救
急医療情報筒整備

清新地区高齢者の救急救命活動の
迅速化を図る。

　清新地区内の①６５歳以上の単身
者、②６５歳以上日中１人暮らしの
方、③どちらかが７７歳以上の夫婦世
帯、④障害のある方等を対象に、救
急医療情報ケース「とっさの時のあん
しんケース」を２，５００個作成、申請
に基づき配布した。
　利用者本人が体の具合が悪くなっ
て救急隊を呼んだ際、本人の医療事
項を記した書類を入れたプラスチック
ケースを自宅の冷蔵庫に収めておく
ことで、救急隊員の対応判断の材料
にしてもらうことができる。

　入手された方より日々の不安の解
消の一助となっている旨の感想を頂
いた。
　また、自治会長や民生委員等が把
握していない見守りが必要な方の存
在を確認でき、見守り活動を促進する
という面での成果を上げている。
　他に、本事業を広報・周知するに当
たり自治会長や民生委員、包括支援
センター職員等が足を運び説明する
ことにより、各団体の活動への理解
者が増えた。

　高齢単独世帯の増加に伴う救急搬
送の増加、医師不足の問題により１１
９番通報から医療機関に収容される
時間は年々増加傾向にあり、地区内
でも高齢者等の生活上の不安となっ
ている。そうした人々に救急医療情報
ケースを配布することにより不安解
消、軽減に繋がることを期待する。
　自治会や民生委員児童委員協議
会、社会福祉協議会、地域包括支援
センター等各種団体が連携した見守
り体制の検討や閉じこもりがちな高齢
者等に対して地域活動への参加呼び
かけ、介護予防、住民交流の促進な
ど、さらなる地域の活性化を働きかけ
ていきたい。

H22.11.19 1,798,000

清新地区まちづくり
運動実行委員会

清新地区まちおこし運
動啓発事業

平成２３年度「清新地区まちおこし運
動」の啓発活動を行うことで、来年
度、多数の地域活動団体からの事業
申請を図る。

　平成２３年度「清新地区まちおこし
運動」へ地域活動団体の参加を募る
ポスター、チラシを作成した。ポスター
は、各自治会掲示板、公民館掲示板
等にて掲示し、チラシは、自治会加入
世帯へ回覧を行った。
　また３月１日に来年度の「清新地区
まちおこし運動」の事業ピーアールを
兼ね、「平成２２年度清新地区地域活
性化事業報告会」を開催し、地域活
性化事業交付金の交付を受けた各団
体による実績報告等のプレゼンテー
ションを行った。

　ポスター掲示、チラシ回覧により地
区内に「清新地区まちおこし運動」の
周知をすることができた。また、３月１
日に平成２３年度「清新地区まちおこ
し運動」の予行演習として行われた
「平成２２年度清新地区地域活性化
事業報告会」には６３名もの参加があ
り、各発表者の熱のこもったプレゼン
テーションを聞いてもらうことができ
た。

　ポスター掲示、チラシ回覧および
「平成２２年度清新地区地域活性化
事業報告会」により地区内に「清新地
区まちおこし運動」の周知をすること
ができた。

H23.2.15 227,000

2,982,000


